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安
価
な
太
陽
光
発
電
が

ア
フ
リ
カ
の
生
活
と
経
済
を
変
え
る

　
前
号
で
は
中
国
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）の
分
野
で
、す
で
に
世
界
最
大
の
市
場
、

生
産
国
・
輸
出
国
で
あ
り
、そ
の
影
響
力
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
を
見
て
き
ま
し
た
。
国
家
主
導
の
巨
額
な
投
資

と
巨
大
な
内
需
市
場
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
完
全
内

製
化
、
そ
し
て
熾
烈
な
競
争
を
通
じ
て
大
幅
な
価
格
引

き
下
げ
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
太
陽
光
発
電

コ
ス
ト
の
低
下
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
米
国
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
パ
リ
協
定
の

み
な
ら
ず
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
や
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）か
ら
の
脱
退
を
表
明
し
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
は
、「（
化
石
燃
料
を
）掘
っ
て
掘
っ

て
堀
り
ま
く
れ
」
の
掛
け
声
の
下
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
支
援
を
撤
回
し
、
液
化
天
然
ガ
ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）輸
出

や
石
油
・
石
炭
の
振
興
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
政
学
リ
ス
ク
を
専
門
に
扱
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
グ
ル
ー
プ
代
表
の
イ
ア

ン
・
ブ
レ
マ
ー
は
、「
米
国
が
20
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
買

う
よ
う
世
界
に
求
め
て
い
る
間
に
、
中
国
は
21
世
紀
の
イ

ン
フ
ラ
を
提
供
し
て
い
る
」と
説
い
て
い
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
の
価
格
は
、２
０
１
０
年
以
降
、世
界
的

に
約
90
％
低
下
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
が
、現
在
ア
フ
リ

カ
の
生
活
と
経
済
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

■
カ
エ
ル
飛
び
型
発
展
へ

　
ア
フ
リ
カ
で
は
約
６
億
人
が
依
然
と
し
て
電
力
に

ア
ク
セ
ス
で
き
て
い
な
い
状
況
下
で
、
遠
隔
地
や
人
口

希
薄
地
域
へ
の
国
家
送
電
網
の
延
伸
は
遅
く
、
極
め
て

高
額
で
す
。
と
こ
ろ
が
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
お
よ
び
ミ
ニ
グ

リ
ッ
ド
型
太
陽
光
発
電
が
、
農
村
部
の
電
化
に
お
い
て

最
も
安
価
か
つ
迅
速
な
選
択
肢
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

携
帯
電
話
が
固
定
電
話
を
飛
び
越
え
た
よ
う
に
、太
陽
光

発
電
は
地
域
社
会
が
化
石
燃
料
に
よ
る
送
電
網
を
完
全

に
飛
び
越
え
る
こ
と（
い
わ
ゆ
る
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ（
カ

エ
ル
飛
び
）型
発
展
）を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　
安
価
な
太
陽
光
発
電
の
導
入
は
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々

の
福
祉
の
直
接
的
な
改
善
を
も
た
ら
し
ま
す
。
健
康
面

で
は
、
灯
油
ラ
ン
プ
を
代
替
す
る
こ
と
で
室
内
大
気
汚

染
と
火
災
リ
ス
ク
を
低
減
し
、
教
育
面
で
は
夜
間
学
習

の
照
明
が
可
能
と
な
り
、学
校
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
も
実
現
し
ま
す
。ま
た
、太
陽
光

発
電
ポ
ン
プ
が
清
潔
な
飲
料
水
の
供
給
と
灌
漑
を
可
能

と
し
、医
療
面
で
は
、診
療
所
で
の
ワ
ク
チ
ン
の
冷
蔵
保

管
、
診
断
機
器
の
稼
働
、
夜
間
診
療
も
可
能
に
な
る
な

ど
、
極
め
て
低
コ
ス
ト
で
、
健
康
状
態
の
改
善
、
進
学
率

の
向
上
、平
均
寿
命
の
延
伸
を
実
現
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
太
陽
光
発
電
は
新
た
な
経
済
活
動
を
可
能
に

し
、地
域
で
の
起
業
を
促
進
し
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。多

く
の
ア
フ
リ
カ
経
済
は
輸
入
化
石
燃
料
に
多
額
の
支
出

を
し
て
い
る
の
で
、太
陽
光
発
電
の
導
入
に
よ
っ
て
、燃

料
輸
入
が
減
り
、貿
易
収
支
が
改
善
さ
れ
、財
政
負
担
軽

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
ア
フ
リ
カ
大
陸
は
日
照
や
風
力
に
恵
ま

れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
余
地
が
非
常
に
大

き
い
と
こ
ろ
で
す
。
最
近
で
は
大
規
模
太
陽
光
・
風
力
、

住
宅
向
け
・
商
業
向
け
の
分
散
型
ソ
ー
ラ
ー
、そ
し
て
離

島
・
農
村
向
け
の
ミ
ニ
グ
リ
ッ
ド
や
ソ
ー
ラ
ー
ホ
ー
ム

シ
ス
テ
ム
が
同
時
に
伸
び
て
い
ま
す
。
た
だ
し
そ
の
進

展
は
地
域
差
が
大
き
く
、
資
金
・
送
電
網
設
備
・
政
策
面

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
依
然
と
し
て
存
在
し
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
に
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
中
国
製
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
輸
入
が
一
気
に
拡
大
し
ま
し
た
。同
年
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
は
中
国
か
ら
過
去
最
多
と
な
る
発
電
総

量
１
・
５
７
㌐
㍗
分
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
輸
入
し
、25

年
１
月
か
ら
の
５
ヵ
月
間
で
、
少
な
く
と
も
22
の
ア
フ

リ
カ
諸
国
が
前
年
同
時
期
を
超
え
、
大
半
の
国
が
輸
入

量
を
前
年
の
２
倍
に
増
や
し
て
い
ま
す（
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
専
門
の
国
際
シ
ン
ク
タ
ン
ク「E

m
b
er

」に
よ
る
）。

と
同
時
に
、
中
国
へ
の
過
度
な
依
存
が
課
題
と
し
て
浮

上
し
て
い
ま
す
。

■
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
今
後
の
課
題

　
ア
フ
リ
カ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
は
今
や

「
局
地
的
な
成
功
」か
ら「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
主
流
」へ

と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
か
ら
の
脱
出

手
段
と
し
て
太
陽
光
発
電
が
導
入
さ
れ
、
大
規
模
な

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
規
模
の
太
陽
光
発
電
が
石
炭
火
力

発
電
容
量
を
代
替
し
、
住
宅
・
農
場
・
工
場
の
屋
根
上
太

陽
光
発
電
、
企
業
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
確
保
す
る
た

め
直
接
太
陽
光
の
調
達
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ケ
ニ
ア
で
は
、
金
融
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
電
力
網
の

拡
張
を
待
た
ず
に
大
規
模
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ク
セ
ス
を

実
現
す
る
道
筋
を
示
し
、オ
フ
グ
リ
ッ
ド
太
陽
光
発
電
と

従
量
制
モ
デ
ル
の
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
お
い
て
太
陽
光
は
、
脆
弱
な
電
力

網
環
境
下
で
の
経
済
的
生
存
と
競
争
力
に
関
わ
る
課
題

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
代
替
し
、中

小
企
業
の
成
長
と
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
太
陽
光
ミ
ニ
グ
リ
ッ
ド
の
普
及
や
設
備
導
入
の
加
速

は
、
電
化
率
向
上
と
経
済
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
一
方

で
、資
金
調
達
の
難
し
さ
、系
統
制
約
、政
策
・
制
度
の
未

整
備
、品
質
管
理
と
廃
棄
問
題
、地
域
間
格
差
と
い
っ
た

多
面
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
導
入
の

恩
恵
が
都
市
部
や
資
本
力
の
あ
る
地
域
に
偏
る
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。最
も
深
刻
な
電
化
不
足
は
中
央
・
西
部
ア

フ
リ
カ
に
集
中
し
て
お
り
、
格
差
是
正
を
意
図
し
た
政

策
が
必
要
で
す
。

　
急
増
す
る
パ
ネ
ル
の
輸
入
が
再
エ
ネ
の
普
及
を
支
え

る
一
方
、
低
品
質
の
製
品
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
不

足
、
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題
を
生
む
可
能
性
が
あ
り
、

ロ
ー
カ
ル
な
保
守
能
力
と
廃
棄
物
管
理
の
整
備
が
求
め

ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
中
国
か
ら
の
輸
入
に
過
度
に
依
存
す

る
こ
と
か
ら
様
々
な
リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
加
え
て
、
一
部
の
国
や
地
域
で
は
政
治
的
不
安
定
や

紛
争
が
続
き
、安
全
対
策
・
資
産
保
護
が
不
十
分
だ
と
投

資
は
限
定
的
に
な
る
た
め
、
地
域
固
有
の
リ
ス
ク
を
織

り
込
ん
だ
設
計
が
必
要
で
す
。
中
長
期
的
な
安
定
と
持

続
可
能
性
は
、
送
配
電
網
の
強
化
、
制
度
改
革
、
人
的
基

盤
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
依
存
し
ま
す
。

　
ア
フ
リ
カ
が
再
エ
ネ
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
発
展
軌

道
に
乗
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ど
う
解
決

で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
再
エ
ネ

を
軸
と
し
た
発
展
へ
の
日
本
の
か
か
わ
り
方
も
問
わ
れ

て
い
ま
す
。


